
令和５年１０月２７日

CO2資源化への取組み
～ごみ焼却CO2のエタノール化～



サステナブルな資源循環によるCO2削減
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積水化学の取り組み

【狙い２】石油由来製品の削減
（プラスチック原料用ナフサ3,000万トン/年）
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【狙い１】焼却の削減
（排出量1,300万トン/年）

図1.資源循環イメージ（出典：積水化学工業株式会社）



【開発技術】①CO2のCO化と②COのエタノール化の2段階でCO2を資源化

【実証】社会実装の早期化を目指し岩手県久慈市に建設するごみガス化炉を用いた実証

技術開発及び実証内容
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図2.技術開発概要（出典：積水化学工業株式会社）



CO化技術の開発
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○90%以上の高CO選択率
○様々な排ガスに適用可能な高不純物耐性

目的：酸素キャリア量産技術確立

 CO製造デモ機による実証

図3.CO化技術概要（出典：積水化学工業株式会社）



エタノール化技術の開発
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（微生物の代謝中心物質）
エタノールの前駆物質

＜特 長＞

②原生微生物の10倍以上もの
反応速度でエタノールを生産

①天然から抽出
 （パン酵母と同様の安全性）

○反応場が常温・常圧
○物質収支に融通が利く（水で緩衝可能）

目的：エタノール製造プラントによる実証

図4.エタノール生成微生物

（出典：積水化学工業株式会社）



【CO化】90%以上の高CO選択率を実証 ⇒ 今後スケールアップ検討へ

【エタノール化】久慈実証プラントにて連続運転性実証中

実証状況①
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図5.久慈実証プラント（出典：積水化学工業株式会社）
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【CO化】 廃棄物焼却ガスにより設計通りCO2⇒CO化プロセスが機能する事を実証

実証状況②

図6.生成CO濃度推移

（出典：積水化学工業株式会社）
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【エタノール化】 設計値相当のエタノール生産量を実証中（目標：30日連続）

実証状況③

設計値

経過日数[d]

図7.エタノール生産量推移

（出典：積水化学工業株式会社）
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社会実装イメージ
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全国各地、

そして世界に

施設を普及
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岩手県久慈市に実証

プラントを新設、

2022年4月に稼働・

実証事業（エタノー

ル供給）を開始。

自治体や民間企業等の

パートナー募集を強化し、

2025年度以降の

本格事業化を目指す
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図8.社会実証イメージ

（出典：積水化学工業株式会社）
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